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幾
度
迎
え
て
も
、
す
が
す
が
し
い
初
日
な
が
ら
、
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霊
峯
荒
島
は
、
古
よ
り
の
歴
史
を
秘
め
て
一
き
わ
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感
慨
深
げ
に
輝
き
、
麓
の
清
き
九
頭
竜
も
、
ま
た
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そ
の
悠
久
の
流
れ
は
、
大
野
市
の
発
展
を
希
う
如
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く
平
和
な
元
旦
で
あ
る
。
大
野
市
生
誕
二
回
目
の
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新
年
。
さ
る
年
に
因
み
、
く
さ
ぐ
さ
の
障
害
は
、
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四
万
四
千
市
民
の
努
カ
に
よ
り
、
き
れ
い
に
拭
い
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去
っ
て
、
躍
進
一
番
の
よ
き
年
を
誓
念
し
よ
う
。

新
年
を
む
か
え
て

　
　

市
長
斎
藤
重
堆

　

市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お

目
出
度
ら
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
の
始
め
に
は
、
誰
で

も
新
し
い
樹
想
や
希
望
が
、
お
の

す
か
ら
お
い
て
来
て
、
今
年
は
是

非
と
E
も
こ
う
し
た
い
と
か
、
こ
う

も
あ
り
た
い
と
か
思
ろ
も
の
で
あ

り
ま
ア
。
こ
れ
が
賤
歩
発
展
に
つ

な
が
る
も
の
で
、
誠
に
意
義
深
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。
元
来
、
自
治

体
の
政
治
と
云
ら
も
の
は
、
徹
頭

徹
尾
パ
ブ
リ
ツ
ク
ー
サ
ー
ビ
ｚ
（

公
衆
へ
の
奉
仕
）
で
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
な
ん
と
か
し
て
一
人
で
も

多
く
の
市
民
の
皆
様
と
直
結
し
、

皆
様
に
親
し
λ
を
も
っ
て
頂
け
る

市
政
で
あ
り
、
市
役
所
に
し
た
い

と
云
ら
事
が
、
私
の
就
任
以
来
の

念
願
で
あ
り
、
恐
ら
く
今
後
の
理

想
と
も
云
え
る
と
思
・
り
の
で
あ
り

す
。
私
が
重
一
責
を
負
つ
て
以
来
、

微
力
の
為
に
、
あ
れ
も
し
た
い
、

こ
れ
も
し
た
い
と
思
い
つ
つ
、
文

字
通
り
光
陰
矢
の
如
く
去
つ
て
、

こ
こ
に
市
制
施
行
は
や
第
二
回
目

の
正
月
を
迎
え
た
の
で
あ
り
ま
す

本
年
は
国
の
中
央
、
地
方
を
通
じ

財
政
的
に
至
極
困
難
な
年
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
当
市
の
如

き
合
併
直
後
の
新
市
の
財
政
の
運

営
に
は
、
深
刻
な
困
難
が
予
想
さ

れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
諸
般
の
事
・
業
は
緊
急
を

要
す
る
効
果
的
な
も
の
の
み
に
止

め
、
赤
字
の
克
服
、
健
全
財
政
の

確
立
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

併
し
徒
ら
に
消
極
退
嬰
に
の
み

陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
す
べ
き

建
設
事
業
は
活
溌
に
推
進
し
て
、

市
政
の
運
営
に
あ
や
ま
る
こ
と
の

な
い
よ
ら
念
願
致
し
て
居
り
ま
す

　

ま
ず
土
木
事
業
と
ｔ
て
は
市
道

の
整
備
、
拡
充
に
重
点
を
置
き
交

通
の
便
を
よ
り
良
く
し
、
各
地
区

と
の
連
絡
を
も
つ
と
も
至
便
な
ら

し
め
る
た
め
に
、
公
衆
竃
話
の
設

置
な
ど
も
考
慮
し
、
新
市
の
市
民

の
緊
密
な
融
和
を
計
る
一
助
と
し

た
い
。

　

防
火
消
防
に
付
い
て
は
、
秘
部

に
は
簡
詰
水
辺
と
並
行
し
て
防
火

貯
池
水
の
設
置
、
市
街
地
に
は
完

全
な
防
火
用
水
を
計
画
し
た
い
。

　

農
林
振
興
に
は
、
土
地
改
良
事

業
と
農
林
道
の
拡
充
に
釈
点
を
置

き
治
山
治
水
の
目
的
で
植
林
を
奨

励
し
、
市
の
基
本
財
産
と
し
て
、

市
有
地
の
造
林
化
に
力
を
致
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
市
街
地
の
発
展

策
と
し
て
は
、
都
市
計
画
実
施
、

特
に
越
美
北
9
の
早
期
着
工
に
全

力
を
尽
し
た
い
。
教
育
㈲
で
は
校

舎
の
朗
改
築
等
、
実
施
致
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

9
ト
抱
負
の
一
端
を
申
し
述
べ

た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

寓
業
遂
行
に
伴
ら
経
費
の
捻
出

に
付
い
て
は
、
第
一
に
税
金
の
完

納
、
第
二
に
一
般
経
賞
の
節
喊
で

あ
り
さ
す
。
此
の
二
点
に
付
い
て

は
、
市
民
各
位
の
正
し
い
御
田
解

と
強
力
な
御
安
捉
を
切
望
致
し
ま

す
。
願
わ
く
ば
、
今
一
年
が
す
べ

て
の
人
々
の
上
に
良
き
年
で
あ
る

事
を
祈
り
つ
つ
新
手
の
お
祝
い
の

言
葉
と
致
し
ま
す
。

明るく豊かな故郷を

　

市議會議m艮松田確太耶

　

う
ら
ら
か

な
る
春
た
ち

返
る
あ
け
ぼ

の
を
、
目
出

度
く
お
迎
え

な
さ
い
・
竃
し

た
市
民
の
皆

様
に
、
謹
ん

で
お
祝
詞
申

し
上
げ
ま
す

　

昨
年
は
天

の
恵
み
の
偉

大
さ
で
、
近

年
稀
に
み
る

豊
饒
の
秋
を

送
ら
れ
ま
し

た
農
家
の
方
々
の
幸
多
か
り
し
を

お
よ
ろ
こ
び
申
し
ま
す
。
商
工
界

は
あ
ま
り
良
好
と
は
い
え
な
か
つ

た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
小
康

を
保
ち
得
た
と
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
政
に
於
き
ま
し
て
も
、
合
併

第
一
年
で
あ
り
声
し
た
が
、
地
方

財
政
窮
迫
化
に
よ
り
、
政
策
遂
行

に
支
障
を
き
た
し
て
参
り
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
が
打
開
策
と
し
て
政

府
並
び
に
岡
会
に
対
し
、
地
方
交

付
税
及
び
煙
草
消
費
税
の
引
上
げ

に
努
力
し
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す

　

本
年
は
愈
々
市
制
二
年
目
で
あ

り
、
合
併
目
的
実
現
の
き
ざ
し
を

現
わ
す
べ
き
年
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
が
為
に
は
、
議
決
機
関

で
あ
る
我
ら
議
会
と
、
執
行
機
関

で
あ
る
理
応
者
と
は
、
克
く
そ
の

職
分
を
理
解
し
、
互
に
相
依
り
相

輔
け
、
有
効
に
し
て
適
切
な
る
政

策
を
樹
立
し
、
以
て
市
民
の
福
祉

を
増
進
せ
し
め
、
明
朗
に
し
て
平

和
な
大
野
郷
を
建
設
致
し
た
い
と

念
願
す
る
柘
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
方
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
る

べ
き
一
一
一
十
一
年
度
予
算
編
成
議
会

に
於
て
、
あ
き
ら
か
に
致
し
た
い

と
存
に
て
お
り
ま
す
。

　

四
万
五
千
の
市
民
の
皆
々
様
方

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
。
場
に
於
て

自
己
の
地
位
と
職
分
を
全
ろ
し
、

以
て
健
康
に
し
て
良
識
あ
る
大
野

人
と
な
ら
れ
、
御
多
工
幸
で
本
年
も

ま
た
お
過
し
な
さ
い
ま
す
こ
と
を

希
い
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。



東住民登録同姓番付（本庁扱分）西

前
頭
吉
田
Ξ
七
　
　

山
本
三
五
　
　

小
林
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小
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部
四
○

関
脇
中
村
五
六

大
関
山
田
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一

横
綱
田
中
七
八

蒙
御
免
昭
和
三
十
年
十
一
月
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前
頭
佐
々
木
三
八
　
　

木
下
Ξ
六
　
　

伊
藤
三
〇

小
結
斎
藤
四
八

関
脇
清
水
五
八

大
関
前
田
六
三

横
綱
松
田
一
一
四

前
頭
広
瀬
二
八
　
　

休
二
七
　
　

飯
田
二
五
　
　

北
山
二
四
　
　

島
田
二
三
　
　

高
橋
二
Ξ
　
　

森
永
二
E
　
　

前
川
二
ー
　
　

久
保
一
二

前
頭
長
谷
川
二
八
　
　

尾
崎
二
七
　
　

山
崎
二
六
　
　

加
藤
二
四
　
　

山
内
二
四
　
　

鈴
木
二
三
　
　

中
川
二
三
　
　

松
木
二
二
　
　

北
川
一
一
〇

｜
‥
大
野
市

前
頭
辻
一
九
　
　
杉
本
一
八
　
　

谷
口
一
八
　
　
渡
辺
一
七
　
　

川
願
一
五
　
　
野
尻
一
五
　
　

宇
野
一
四
　
　
富
田
一
回
　
　

水
口
ー
凹
　
　

石
川
一
三

前
頭
安
川
二
〇
　
　

酒
井
一
八
　
　

松
井
一
八
　
　

西
川
一
八
　
　

大
久
保
一
五
　
　

佐
藤
一
五
　
　
玉
木
一
五
　
　

沢
田
一
四
　
　

松
山
一
四
　
　
山
下
一
四

勧
進
元

戸
籍
牒
住
民
登
録
係

　
　
　
　
I
―
－
4
1
―
－
j
印
頭
猪
島
一
一
　
　

泉
一
　
　

土
田
回
一
　
　

三
島
一
　
　

遠
瘤
一
一
　
　

川
崎
一
一
　
　

宮
沢
一
一
　
　

広
田
○
　
　

廣
田
○
　
　

辺
九

前
頭
稲
葉
一
三
　
　
脇
本
二
二
　
　

石
田
一
一
　
　

烏
山
一
一
　
　
安
田
一
一
　
　

近
藤
回
一
　
　

座
下
一
　
　
森
下
一
〇
　
　

森
田
（
一
）
　
　
堀
一
〇
住民登録に

ついて御願い

　

住
民
登
録
に
つ
い
て
心
得

て
頂
き
た
い
こ
と
を
二
、
三

申
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
二
十
六
年
に
住
民
登

録
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
て
、

こ
の
法
律
に
基
い
て
現
在
市

内
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
全
部

の
方
が
、
住
民
票
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
住
民
票
は
世
帯
を
単
位
に
一

人
々
々
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
男
女
の
別

世
帯
主
と
の
続
柄
、
戸
籍
の
表
示
、
住
所

住
所
を
定
め
た
年
月
日
、
従
前
の
住
所

等
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
他
の
市

町
村
か
ら
当
市
に
転
入
さ
れ
る
方
、
ま

た
は
当
市
か
ら
他
の
市
町
村
へ
転
出
さ

れ
る
方
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
従
っ
て
、
そ
の
市
町
村
に

住
所
を
定
め
た
日
か
ら
十
四
日

以
内
に
、
新
住
所
地
の
市
町
村

長
に
転
入
届
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
叉
当

市
の
区
域
内
で
住
所
を
変
更
し

た
場
合
は
、
転
居
届
を
、
そ
の

他
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

事
項
に
変
更
を
生
じ
た
場
合
（

た
と
え
ば
世
帯
主
が
変
っ
だ
場

合
な
ど
）
は
変
更
届
を
、
そ
れ

ぞ
れ
十
四
日
以
内
に
市
長
に
穏

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
り
ま
す
。
届
書
用
紙
は
何
れ

の
場
合
も
戸
籍
課
に
備
え
て
あ

り
ま
す
の
で
期
問
に
ね
く
れ
な

い
よ
う
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
っ

て
、
必
ず
戸
籍
課
或
は
そ
れ
ぞ

れ
の
出
張
所
ま
で
お
い
で
を
願

い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
同
の
行
立
ｆ

一
日
△
元
日
△
新
年
祝

　

賀
名
刺
交
換
会
‥
‥
‥
大
野
有
終

　

南
小
学
校
講
堂
（
午
前
十
時
）

四
日
△
御
用
始
め

上
旬
△
消
防
出
初
式
△

　

男
子
青
年
学
級
開
講
―
富
田

　

公
民
舘
△
昭
和
三
十
一
年

　

度
予
算
提
出

十
五
日
△
成
人
の
1
1
1
＝
各
地

　

区
公
民
舘

十
七
日
△
戸
籍
事
務
研
究
会

　

‥
＝
本
庁

中
旬
△
農
業
振
興
計
画
樹

　

立
対
策
打
合
会
△
補
助
金

　

適
正
化
に
つ
い
て
打
合
会

　

△
新
生
活
部
落
座
談
会
＝
‥
富

　

田
公
民
舘

下
旬
△
婦
人
と
青
年
の
語

　

る
会
と
名
士
講
話
＝
富
田
公

　

民
舘
△
大
野
市
新
生
活
運

　

動
推
進
協
議
会
設
立

歳
末
援
け
あ
い
募
金
に

　

寺
町
、
大
宝
寺
か
ら
一
千
円

水
落
、
李
仁
錫
氏
か
ら
五
千
円

を
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
費
に
、
福
井
市
老
人
互
助

会
か
ら
五
千
円
を
和
光
園
の
方

々
に
、
楽
し
い
お
正
月
を
し
て

ほ
し
い
と
こ
の
程
民
生
課
を
通

じ
て
寄
附
が
あ
っ
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
に

4
e
i
i
i
K
さ
ん
ら
噌
物

　

十
二
月
二
十
四
午
後
、
市
長

民
生
課
長
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
長
、
市
連
合
婦
人
会
長
ら
が

大
野
保
育
園
、
大
野
母
子
寮
、

日
の
出
善
隣
舘
、
和
光
園
を
訪

れ
、
絵
本
、
菓
子
、
学
用
品
、

肉
な
ど
を
贈
り
慰
問
し
た
。

十
二
月
議
会

の
あ
し
ど
り

△
一
日

文
教
委
員

会
（
午
前

十
時
）

△
六
日
商
工
委
員
会
（
午

　

後
一
時
）

△
十
四
日
林
務
委
員
会
（
午

　

前
十
時
）
総
務
委
員
会
（
午

　

後
一
時
）

△
二
十
二
日
第
十
一
回
臨
時

　

市
議
会
再
会
（
午
前
九
時
）

△
二
十
四
日
第
十
二
回
定
例

　

市
議
会
（
午
前
九
時
）

目
標
の
九
五
が

　

日
赤
社
員
増
強
遊
動

　

昭
和
三
十
年
五
月
い
ら
い
、
日
赤

社
員
の
増
強
に
関
し
運
動
を
推
進
し

て
い
ま
し
た
が
、
社
員
各
位
の
日
赤

事
業
に
関
す
る
御
図
解
と
、
運
動
関

係
各
位
の
絶
大
な
る
御
尽
力
に
依
り

ま
し
て
、
十
月
末
現
在
、
市
地
区
吐

は
数
四
、
二
二
六
名
に
達
し
、
社
員

募
金
額
も
五
四
四
、
九
五
○
円
と
な

り
、
初
期
目
標
額
の
九
五
刄
に
到
達

し
得
ま
し
た
事
は
、
本
事
業
発
展
の

た
め
慶
賀
に
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
ゝ
に

市
報
を
通
じ
、
社
員
各
位
に
感
謝
の

意
を
表
し
、
併
せ
て
結
果
報
告
に
代

え
さ
せ
て
頂
き
ま
す

　

日
本
赤
十
字
吐
福
井
県
安
部

　

大
野
市
地
ド
長
斎
藤
重
雄

所
得
税
法
の

一
部
改
正

②

四
、
概
算

所
得
控
除

に
つ
い
て

　

今
回
新
た
に
概
算
所
得
控
除
の
制

度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度

は
納
税
者
の
選
択
に
よ
九
所
得
の
金

額
（
給
与
二
心
得
に
つ
い
て
は
給
久
山

得
控
肺
副
の
0
与
所
得
の
収
入
金

額
）
の
五
％
（
昭
和
三
十
年
分
に

つ
い
て
は
二
五
％
）
相
当
額
ぶ
二
万

　
　
九
千
円
（
昭
和
三
十
年
分
に
つ
い
て

は
七
千
円
）
を
限
度
と
し
て
、
所
得

金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し

こ
の
概
算
所
得
控
除
を
選
択
し
た
者

に
つ
い
て
は
社
会
、
保
険
料
控
除

雑
損
控
除
及
び
医
療
費
控
除
力
諸
控

除
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
災

害
被
蛾
日
者
に
対
す
る
租
税
の
y
減
免
、

徴
収
猶
予
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
所

得
税
の
喊
免
に
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

風
見
鶏

　

以
前
読
ん
だ
或
る
女
流
作
家
の

作
品
に
「
…
…
私
の
今
の
気
持
は

丁
度
お
正
月
の
元
且
の
様
な
気
持

で
や
。
こ
う
何
か
前
途
が
明
る
く

洗
わ
れ
て
、
新
し
く
な
っ
だ
様
で

そ
し
て
暖
く
て
チ
ョ
ツ
ピ
リ
甘
い

気
分
に
ひ
た
っ
て
い
ま
す
…
…
」

と
女
主
人
公
が
手
紙
に
書
い
て
い

る
場
而
が
あ
っ
た
。
私
は
正
月
を

迎
え
る
度
に
こ
の
言
葉
が
頭
に
浮

ぶ
。
ま
こ
と
に
正
月
の
気
分
と
は

一
族
特
別
な
雰
囲
気
を
か
も
し
て

く
れ
る
も
の
で
あ
る
▼
新
し
い
年

と
云
う
言
葉
が
よ
く
口
に
応
れ
る

し
か
し
こ
の
「
斯
し
い
」
と
云
う

事
に
つ
い
て
我
々
は
深
く
考
え
て

ふ
た
事
が
ヽ
ゐ
る
だ
ろ
ら
か
「
新
し

い
」
と
は
、
い
っ
迄
も
古
く
な
ら

な
い
事
で
は
な
か
ろ
ろ
か
。
ク
ル

ク
ル
と
猫
の
目
が
変
る
様
に
変
っ

て
ゆ
く
洋
服
い
デ
ザ
イ
ン
を
、
ニ

ュ
ー
ル
ツ
ク
と
よ
ん
で
い
ろ
が
、

本
当
は
ニ
ュ
’
と
よ
｛
べ
き
性
質

の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
チ
I

イ
ソ
ジ
（
変
化
）
と
云
う
の
が
妥

当
か
も
知
れ
な
い
。
新
し
い
事
と

変
化
す
る
事
と
は
別
も
〔
で
あ
る

そ
［
証
拠
に
古
代
の
ハ
ニ
ワ
や
、

中
世
紀
の
仏
像
が
今
、
我
々
に
与

え
る
感
じ
は
実
に
新
鮮
そ
の
亀
・
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
い
わ
ゆ

る
新
し
さ
は
な
い
が
、
常
に
古
び

な
い
も
の
を
奥
に
0
め
る
偉
大
な

新
し
さ
か
お
る
▼
今
年
一
年
、
毎

日
々
々
の
連
続
工
か
今
日
つ
T
几
口

の
様
な
委
半
片
」
フ
述
し
た
い
。
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よ
い
政
治

　

正
し
い
教
育
に
よ
る

　
　
　
　
　

躍
進
の
年

　

教育長

乱波輿六

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ど
ざ
い

ま
す
。

　

一
九
五
六
年
の
輝
か
し
い
新
春
を

迎
え
ま
し
て
、
市
民
各
位
と
と
も
に

心
か
ら
教
育
の
発
展
を
祝
福
い
た
し

ま
す
。
今
年
は
大
野
市
が
発
足
い
た

し
ま
し
て
か
ら
、
第
三
年
目
に
当
る

き
わ
め
・
て
意
義
深
い
年
で
あ
り
玄
す

新
市
発
額
の
基
礎
造
り
で
あ
り
ま
す

教
育
の
道
に
お
き
ま
し
て
、
第
一
年

は
調
査
研
究
の
年
で
あ
り
、
第
二
年

は
計
画
実
践
の
年
で
あ
り
、
第
三
年

は
躍
進
の
年
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
東
西

十
里
、
川
北
四
里
に
わ
た
る
大
野
市

に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の
広
さ
こ
そ

具
の
力
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

九
頭
龍
、
真
名
、
清
滝
、
赤
松
の

諸
川
の
流
域
に
発
達
し
た
田
園
地
帯

よ
り
無
限
の
資
源
を
も
つ
軍
々
の
山

嶽
地
帯
、
更
に
こ
れ
ら
の
広
い
地
帯

を
背
景
と
す
る
都
心
部
な
ど
、
こ
の

広
さ
の
中
に
こ
そ
、
農
業
、
林
業
、

工
業
、
商
業
、
交
通
業
等
が
力
強
く

伸
び
て
ゆ
く
の
で
あ
り
ま
す
。
か
く

の
如
く
、
広
さ
の
中
に
内
蔵
さ
れ
て

い
る
具
の
力
を
引
き
出
し
て
、
益
々

盛
大
に
し
て
ゆ
く
も
の
は
、
須
く
よ

い
政
治
と
、
正
し
い
教
育
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
野
市
の
教
育
は
、
こ
の
千
差
万

別
、
新
旧
不
同
、
従
横
半
限
と
も
云

弓
べ
き
広
さ
を
も
つ
郷
土
吐
会
を
基

盤
と
・
し
て
、
そ
の
中
に
ら
ご
め
く
現

実
の
人
間
を
対
象
と
し
て
、
運
営
さ

れ
、
実
践
さ
れ
る
わ
け
で
あ
h
ま
す

即
ち
大
野
市
の
持
つ
広
さ
を
、
真
の

力
と
し
て
、
発
動
さ
せ
る
人
間
を
造

り
、
更
に
よ
り
よ
き
社
会
に
改
造
す

る
こ
と
を
も
っ
て
使
命
と
し
て
い
る

と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
為
に

市
民
平
等
。
機
会
均
等
の
立
場
に
於

て
、
き
わ
め
て
川
到
に
計
画
さ
れ
、

用
意
さ
れ
て
已
に
実
践
に
移
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
本
年
は
五
ヵ
年
計

画
の
第
二
年
に
突
入
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

先
ず
学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て
は

第
二
次
老
朽
校
舎
の
増
改
築
よ
り
、

保
健
衛
生
の
㈲
で
、
給
水
設
備
の
完

成
、
完
全
給
食
の
1
及
と
、
保
健
体

育
の
徹
底
、
学
習
指
導
の
㈲
で
、
へ

き
地
複
式
教
回
の
振
興
、
能
力
別
指

導
に
よ
る
学
習
活
動
の
浸
透
、
産
業

教
育
、
理
科
教
育
の
振
興
と
、
生
活

を
通
し
て
の
道
徳
教
育
等
に
堅
実
な

歩
み
を
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

社
会
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
野

市
の
精
神
的
基
底
を
な
ず
市
民
性
の

向
上
を
め
ざ
し
て
、
新
生
活
運
勁
を

積
極
的
に
展
開
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

幸
に
大
野
Ξ
〇
〇
名
の
学
校
教
職

員
及
び
八
つ
の
・
公
民
舘
職
員
に
新
生

の
理
想
に
も
え
て

「
教
育
は
大
野
よ
り
」
の
光
栄
あ
る

モ
ツ
ト
ー
の
も
と
に
進
ん
で
い
ま
す

　

然
し
な
が
ら
教
育
は
、
よ
り
よ
き

環
境
の
中
に
の
み
伸
展
す
る
も
の
と

信
じ
ま
す
。

　

何
卒
、
親
愛
な
る
P
T
A
。
婦
人

会
、
青
年
団
等
の
自
主
お
団
体
を
始
め

と
し
て
、
市
民
各
位
の
こ
の
ま
と
も

一
回
の
御
協
力
を
切
望
し
て
や
み
ま

せ
ん
。

　

山
と
田
に
囲
ま
れ
た
大
野
市
で

は
。
自
然
農
林
業
の
発
達
が
市

商
工
業
発
展
の
基
礎
で
、
市
総

面
積
の
七
割
余
を
占
め
る
広
大

な
林
野
の
立
体
的
な
運
営
の
妙

は
、
産
業
経
済
の
発
展
に
大
き

な
役
割
を
も
っ
て
い
る
。
資
本

廻
転
の
に
ぶ
い
林
業
経
営
は
、

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
早
く
廻
転

す
る
か
、
こ
れ
に
は
種
々
の
方

法
も
あ
ろ
う
が
、
全
体
の
力
に

よ
っ
て
研
究
し
、
産
業
の
合
理

化
、
販
路
開
拓
の
た
め
に
、
又

や
が
て
押
し
寄
せ
る
農
業
恐
慌

に
備
え
、
農
林
業
の
多
角
化
を

計
り
、
総
合
生
産
に
基
を
な
す

堅
実
な
市
政
に
資
し
た
い
と
の

趣
旨
か
ら
本
号

よ
り
林
務
課
と

市
民
の
皆
さ
ん

の
御
協
力
に
よ

り
、
陣
業
メ
モ

欄
を
企
画
し
て
と
も
に
林
業
政

策
に
対
す
る
関
0
を
高
め
た
い

一
月
の
こ
よ
み

伐
採
の
許
可
申
請
書
提
出
＝
‥

　

一
月
一
五
日
ま
で

造
林
の
予
定
地
申
告
‥
＝
一
月
二

　

〇
日
ま
で

昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日
よ
り

昭
和
三
十
二
年

三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
立

木
の
伐
採
（
保

安
陣
内
の
立
木

及
び
普
通
林
で
伐
採
の
許
可
を

要
す
る
も
の
）
及
び
造
林
を
実

施
さ
れ
る
場
合
は
、
期
日
に
遅

れ
な
い
様
申
告
並
に
申
請
書
を

提
出
し
て
下
さ
い
。

申
告
及
び
申
請
書
の
提
出
場
所

並
に
区
域

受
付
場
所
（
カ
ッ
J
内
は
区
域
）

市
役
所
林
務
課
（
大
野
、
下
庄
。

　

乾
側
、
富
田
地
区
）

″
下
庄
出
張
所
（
下
庄
地
区
）

″
乾
側
出
張
所
（
乾
側
地
区
）

″
富
田
出
張
所
（
富
田
地
区
）

五
箇
森
林
組
合
（
五
箇
地
区
）

上
庄
″
（
上
庄
地
区
）

小
山
″
（
小
山
地
区
）

阪
谷
″
（
阪
谷
地
区
）

北海道開拓実習生募集

申込みは市役所農務課へ

　

北
海
道
開
拓

を
志
す
青
年
を

対
象
と
す
る
、

北
海
道
開
拓
実

習
生
を
募
災
し

て
い
玄
で
か
ら

希
望
さ
れ
る
方

は
市
役
所
に
問

合
せ
て
下
さ
い

▽
募
集
要
領

一
、
応
募
資
格

　

二
十
歳
以
上

　

三
十
歳
ま
で

　

の
者
、

二
、
実
由
場

　

十
勝
、
釧
路

　

各
拓
殖
実
習
場
及
び
農
家
。

三
、
教
習
期
間
昭
和
三
十
一
年
Ξ

　

月
一
日
か
ら
頌
年
二
月
末
日
ま
で

　

の
一
年
間
。

四
、
経
費
教
材
費
若
干
を
負
担
し

　

て
い
た
だ
く
外
、
食
費
等
は
女
給

　

さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

五
、
申
込
期
日
昭
和
三
十
一
年
一

　

月
六
日
ま
で
。

靖
国
神
社

県
護
国
神
社
奉
賛
会
の

結
成
に
お
力
ぞ
え
を

　

英
霊
乞
お
祀
り
し
て
あ
る
靖
国
神

社
、
訊
護
国
神
社
は
、
戦
後
、
一
部

の
遺
族
や
崇
敬
者
の
奉
仕
で
、
本
殿

の
み
建
て
ら
れ
、
そ
の
迂
回
維
持
は

国
お
よ
び
県
の
所
砿
を
離
れ
て
お
り

ま
す
が
、
今
日
こ
の
両
陣
殿
の
建
立

が
叫
ぱ
れ
、
奉
賛
会
の
結
成
巡
動
か

行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
市
民
の
皆
様

も
賛
同
し
て
戴
き
、
遺
族
の
方
々
に

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ドヅ

　

▼
時
間
励
行
が
最
近
や
か
ま
し

く
云
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前

の
問
題
と
し
て
「
ど
う
す
る
と
出

席
者
が
ふ
や
せ
る
か
」
と
云
う
事

こ
項
を
誦
ま
し
て
い
る
μ
び
ず
い

分
沢
山
あ
る
事
と
思
う
。

今
日
は
そ
れ
を
見
事
に
解

決
し
て
い
る
会
合
を
、
市

内
か
ら
拾
っ
て
紹
介
し
て

み
よ
う
▼
大
野
織
物
工
業

協
同
組
合
で
は
、
総
会
や

全
員
協
議
会
等
の
あ
る
時

に
は
、
出
欠
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
全
会
員
か
ら
五
十
円
を
徴
収

し
、
定
刻
迄
に
来
た
人
に
は
タ
バ

ユ
の
新
生
を
匹

以
内
に
来
た
人
に
は
一
箱
ず
つ
渡

す
事
を
き
め
、
去
る
五
月
か
ら
始

め
た
所
、
俄
然
出
席
率
が
向
E
し

今
で
は
大
半
の
会
員
が
定
刻
迄
に

集
る
様
に
な
っ
た
▼
横
下
区
で
は

四
年
程
前
か
ら
、
常
会
や
そ
の
他

乃
収
要
な
｀
瓦
口
に
、
一
人
で
も
多

く
出
席
1
て
も
ら
う
た
め

に
、
会
合
ざ
知
ら
せ
る
時

に
、
各
戸
か
ら
三
十
円
ず

つ
集
め
て
お
き
、
出
席
し

た
人
に
は
返
す
が
欠
席
1

た
人
の
分
は
．
区
の
積
立

金
に
く
り
入
れ
る
と
云
５

新
手
を
考
え
て
始
め
た
が
、
そ
の

後
、
こ
れ
を
百
円
に
値
上
げ
し
て

好
評
の
ら
ち
に
続
け
て
い
る
。
出

席
は
完
全
に
一
〇
〇
％
で
、
こ
の

頃
は
積
十
金
に
入
れ
ら
れ
る
百
円

は
な
く
な
っ
た
と
の
事
で
あ
る
。
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コ
ン
ト

正
月
の
い
ろ
り
ば
た

（
大
八
車
の
話
）

松
本
正
沿

　

相
先
伝
え
の

す
す
を
そ
の
ま

ま
の
ア
マ
に
、

凛
フ
～
『
ご
、
1
べ
・
ぺ
乃

粉
が
鍵
の
よ
う
に
勺
聯
丁
る
い
ろ
り

ば
た
。
家
族
が
か
こ
ん
で
、
し
ん
か

ら
く
つ
ろ
ぎ
。
笑
顔
で
飴
氏
の
ほ
蘆

火
の
炎
を
見
つ
め
る
う
は
、
や
っ
ぱ

り
年
の
は
じ
め
の
三
目
い
し
。
ほ
か
に
し

て
は
な
い
農
村
の
明
け
分
0
で
、
背

も
今
も
変
り
な
い
。

　

本
年
は
昨
年
に
つ
づ
く
1
年
ご
気

か
ら
、
一
挙
蹴
お
と
さ
れ
ろ
と
い
ら

風
説
も
あ
る
が
。
怖
け
7
山
分
け
仲

間
か
ら
、
何
時
も
は
ず
さ
れ
て
い
る

真
正
直
与
目
姓
に
は
、
食
え
］
に
け
食

た
ら
あ
と
ぽ
お
て
ん
と
顛
ま
か
せ
で

お
隣
り
さ
ま
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
ぼ

ろ
儲
け
の
高
笑
い
を
、
自
分
の
話
声

で
消
し
て
、
若
い
者
の
耳
に
入
れ
ま

い
と
す
る
古
老
の
心
や
り
。

　

貧
し
ゆ
ら
て
も
心
に
曇
り
の
な
い

一
家
に
は
、
お
て
ん
と
様
が
っ
い
て

ご
ざ
る
で
、
と
カ
ー
プ
カ
ー
プ
と
笑
う
o

　

敗
戦
後
十
一
年
口
正
月
が
め
ぐ
つ

て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
斤
も
今
心

変
り
な
い
い
ろ
り
ば
た
。
飴
色
の
ほ

だ
火
の
炎
が
、
め
ら
め
ら
と
燃
え
上

り
、
は
ぜ
て
、
ア
7
に
明
滅
す
る
火

の
粉
の
花
。

　

古
老
は
咳
一
つ
し
て
、
い
う
の
で

あ
る
。

「
明
冶
二
十
八
年
、
大
野
町
・
に
大
火

が
あ
つ
た
あ
と
の
、
大
野
町
こ
今
の

戦
災
地
さ
な
が
ら
の
姿
だ
っ
た
が
、

時
勢
も
人
回
も
ふ
ら
て
ト
た
こ
い
≒

す
ぐ
さ
安
槌
六
‐
、
荷
車
の
☆
、
掛
声

が
焼
の
原
に
以
前
よ
り
ノ
パ
な
町
を

盛
り
ト
げ
て
リ
つ
た
わ
い
」

　

古
老
の
話
に
よ
る
と
、
当
時
こ
二

か
い
わ
ト
の
ド
∩
若
衆
た
ち
・
は
、
そ

の
た
ふ
に
削
当
俵
ろ
が
た
ご
っ
い
た

様
子
で
あ
る
。
何
し
ろ
町
ま
で
I
リ

し
か
な
い
頁
名
川
や
尾
頭
鼎
川
か
ら

二
、
三
人
で
ド
利
や
ダ
こ
り
な
大
八

車
一
荷
す
れ
や
、
帰
り
に
酒
屋
、
餅

は
の
お
女
将
に
ぞ
っ
こ
ん
の
あ
い
き

よ
う
痢
得
て
、
右
足
高
く
左
足
0
く

く
、
ど
ら
に
か
家
に
た
ど
り
っ
く
と

ト
う
具
合
、
し
か
も
チ
ロ
チ
ロ
眼
で

親
父
兄
川
に
座
り
「
島
と
に
は
段
々

と
坐
ろ
よ
う
な
小
心
I
I
う
L
て
、

こ
れ
親
父
と
い
ら
恰
好
で
七
げ
い
と

残
り
の
金
を
撹
げ
出
し
た
と
い
う
。

身
ゾ
も
ら
’
く
ず
し
て
ゆ
く
息
子
の
姿

に
親
の
辰
削
さ
を
み
せ
よ
う
と
し
て

も
、
ぽ
い
と
投
げ
出
さ
れ
た
残
金
の

重
み
は
、
親
父
な
ど
夢
に
も
っ
か
ん

に
に
こ
と
が
な
い
重
味
已
も
の
で
、
渋

面
が
手
も
の
う
く
ず
れ
て
、
結
極
息

子
に
手
の
平
に
受
け
る
よ
ら
な
オ
チ

に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
わ
け
あ

い
で
息
子
は
そ
れ
か
ら
一
生
、
親
父

の
上
に
立
つ
た
と
い
ら
。
そ
の
息
子

た
ち
も
も
う
年
老
い
た
今
日
こ
の
ご

ろ
、
彼
ら
が
若
衆
た
ち
に
語
り
き
か

せ
る
自
慢
話
と
い
え
ば
何
時
も
こ
れ

だ
。
「
そ
の
頃
は
な
ア
。
こ
こ
ら
辺
の
雨

道
も
ど
え
ら
い
カ
タ
カ
タ
道
で
な
ア

橋
な
ん
か
も
今
み
た
い
な
ヤ
ー
派
な
も

ん
じ
や
の
う
て
、
大
八
車
一
つ
を
女

え
る
の
も
や
つ
と
で
・
・
・
」

　

と
言
い
、
そ
の
難
路
竃
古
も
な
く

克
服
し
て
働
い
た
若
さ
を
、
今
の
若

衆
た
ち
に
誇
る
の
だ
。
こ
の
大
八
車

と
V
の
汽
何
で
も
、
誰
か
が
、

尾
張
の
方
で
見
て
き
て
削
つ
だ
の
が

始
£
り
で
あ
つ
た
ら
し
く
。
車
輪
西

カ
ブ
ー
フ
は
現
在
の
よ
り
も
二
、
三
倍

大
き
く
、
そ
れ
に
こ
の
車
の
芯
障
は

金
で
は
な
く
、
ド
ン
グ
リ
で
宇
つ
た

本
の
棒
で
あ
っ
た
か
ら
、
ヅ
タ
ボ
ユ

だ
ら
け
の
町
ま
で
の
づ
⊇
で
こ
こ
I
、

四
回
は
ヅ
ま
つ
て
折
ヤ
た
こ
≒
で
、

そ
れ
の
予
備
と
し
て
ド
ン
グ
リ
節
五

六
本
は
川
意
に
栢
A
で
ト
た
そ
こ
八

　

大
野
町
二
丹
建
八
寵
こ
・
・
・
大
八
車
の

由
京
、
ま
1
に
件
二
回
し
、
と
い
っ

た
次
第
だ
。
大
ぺ
車
の
六
混
趾
の
お

か
げ
″
い
‘
i
犬
野
り
て
じ
く
・
～
く
と
起

き
上
っ
た
。
・
‐
か
し
そ
人
な
時
に
も

永
く
に
続
か
な
か
っ
た
。
大
野
町
が

起
き
上
つ
て
し
・
M
う
と
、
即
宍
当
然

で
、
そ
ら
い
ら
I
に
ろ
も
う
け
心
殴
々

さ
び
れ
て
、
ま
九
忘
れ
て
い
た
田
か

畑
の
草
む
し
り
・
に
も
ど
ら
ね
げ
な
ら

な
く
な
っ
た
が
、
そ
の
時
に
は
、
彼

ら
は
そ
ん
な
仕
事
は
ば
か
／
X
し
く

て
辛
体
が
つ
っ
か
な
か
っ
た
。
つ
ぎ

の
若
衆
0
代
（
つ
ま
り
私
ど
も
の
父

親
の
時
代
）
に
は
ま
た
相
先
代
々
の

鴇
價
に
も
ビ
つ
て
、
田
草
と
り
肥
桶

か
つ
ぎ
で
日
に
夜
ぐ
つ
い
で
も
玄
だ

足
ら
ぬ
忙
L
芦
・
と
な
り
、
そ
れ
で
い

て
報
い
心
な
い
、
稼
げ
ぼ
ば
ぐ
ほ
ど

貧
声
ア
ろ
・
と
い
つ
た
時
代
と
な
っ
た

　

む
ろ
ん
そ
の
青
年
た
ち
に
は
、
餅

屋
、
泗
屋
の
店
の
名
刄
。
え
お
ば
え
こ

む
こ
と
の
な
い
明
け
暮
れ
と
な
っ
て

　

こ
の
人
々
も
、
今
で
は
も
う
早
い

者
は
孫
の
二
、
三
人
も
持
っ
て
い
る

年
配
に
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
が
世

界
い
舞
台
で
ペ
シ
ャ
ン
ユ
に
な
つ
た

今
目
の
こ
の
混
乱
期
に
あ
つ
て
も
、

勁
揺
す
る
こ
と
な
し
に
、
黙
々
と
、

ユ
ッ
ユ
ッ
と
。
父
親
の
汗
が
に
じ
む

大
地
を
信
じ
て
、
吏
に
口
分
の
余
生

の
汗
を
そ
こ
に
注
ぎ
こ
ん
で
い
る
。

た
蘆
実
行
に
の
み
生
き
る
人
々
で
。

そ
ん
な
親
心
に
育
て
ら
れ
て
成
長
し

た
現
在
犬
一
私
ど
亀
青
年
は
、
今
日
の

波
頭
重
な
る
世
態
の
な
か
で
、
三
省

し
、
自
分
の
双
肩
に
か
か
る
重
責
を

感
に
ね
イ
ご
べ
る
・
一
い
爪
o

　

し
か
m
正
月
白
い
ろ
り
ぱ
た
で

は
、
や
は
り
今
年
も
白
老
の
（
今
で

は
忖
に
駒
人
し
か
残
ら
心
）
大
八
車

0
政
の
話
が
佗
を
氏
か
し
た
。
こ
れ

は
現
在
の
時
勢
と
日
に
し
よ
ら
な
時
勢

を
、
ぞ
っ
く
り
乱
じ
て
く
れ
る
興
味

が
、
古
年
遠
の
婦
奇
心
を
そ
そ
る
た

め
か
、
ま
た
は
そ
・
り
い
う
I
カ
ク
千

金
の
夢
が
。
我
々
の
胸
の
中
に
巣
く

っ
て
い
る
た
め
か
と
特
に
私
は
考
え

　

私
は
、
古
老
た
ち
の
大
八
車
時
代

の
話
衛
思
い
川
す
た
び
に
、
建
設
す

る
者
几
の
生
昌
ム
り
を
親
父
た
ち
の

時
代
に
見
る
の
で
あ
る
。

　

「
大
八
車
組
は
大
て
い
辛
捧
が
な

い
」
と
定
評
が
あ
る
。
そ
れ
に
っ
い
て
こ

立
盲
っ
た
者
か
お
る
。

「
あ
の
大
八
車
り
芯
捧
（
辛
棒
）
が

金
で
出
来
て
な
ん
だ
で
や
ろ
う
ぞ
い

ド
ン
グ
リ
辛
棒
や
わ
い
。
ハ
ハ
ハ
」

　　　　

て）g

脊酬め業

4

向上してきた

学童の体格

　

幟
後
、
［
木
の
7
童
の
体
格
ぶ
非

常
に
よ
く
な
っ
て
い
る
。
有
終
酉
小

学
校
は
、
ど
の
よ
ら
に
し
た
ら
学
童

の
体
格
が
よ
く
な
る
か
に
つ
い
て
、

賑
々
回
査
研
究
を
続
け
て
い
る
が
、

昭
和
二
十
三
年
を
基
準
に
、
昭
和
三

十
年
と
比
較
し
て
み
る
と
ニ

が
示
す
様
に
、
め
ざ
ま
し
い
向
上
が

見
ら
れ
る
。
な
お
昭
和
こ
十
三
年
の

六
年
生
の
子
は
、
身
長
一
二
九
・
八

回
、
体
皿
二
七
・
八
旺
、
胸
囲
六
四

・
七
糎
、
昭
和
ミ
1
年

の
身
長
は
、
二
三
一
7

九
糎
、
体
重
二
九
・
二

尨
ブ
で
、
’
ｙ
）
子
は
前
者
が
身

長
一
＝
二
・
二
糎
、
体

電
二
八
・
i
r
肛
ご

六
三
・
四
糎
、
後
者
が

身
長
一
三
五
・
一
糎
、

体
車
三
〇
・
八
尨
、
胸

囲
六
四
・
七
糎
で
、
身

長
は
約
四
糎
高
い
。
こ

の
発
育
の
原
因
は
、
戦

後
の
食
事
情
の
好
転
、

進
歩
し
た
述
動
、
自
由

な
生
活
様
式
等
が
影
響

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

こ
の
よ
う
に
。
日
本
人

全
休
9
弔
吻
身
随
や
本

重
が
、
ぐ
ん
ぐ
ん
向
上
す
れ
ば
列
国

の
標
準
に
琉
す
る
日
も
遠
く
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
（
グ
ー
7
フ
は
学
童
の
体

格
向
上
を
示
す
も
の
）

伸びる兄童の体格・有西小．・

新
4
句
帖

安
岡
可
笑

石
傑
女
え
て
暫
し
初
氷藤
豊
子

牛
叱
り
つ
つ
も
の
ど
か
に
小
春
道

笹
鳴
く
は
こ
の
芦
む
ら
の
中
程
か

大
へ
保
小
静

さ
ん
ま
う
ま
し
一
生
貧
に
吐
か
に

山
崎
白
雲

乖
院
の
名
残
り
は
君
の
い
け
し
菊
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新市廳舎遂に完成／

　

亀山城跡を背景に、荒島からの陽

光にくっきりと浮かび上った白亜の

殿堂、市民四万五千の願望であった

新市庁舎、鉄筋コンクリート三階建

で、小京都的ふんいきと、近代的感

覚をマッチさせた市政の象徴である

新庁舎が遂に完成、昭和三十－一年新

春の光を全面に受け、その偉容を市

民の前に明らかにした。しかし不思

議なことに、この庁舎の前庭には、

おびただしい米俵が積みかさねられ

ている。落成の祝儀の飾り物かと思

つて持ち上げると、あにはからんや本物の米俵。い

ったい何俵あるのかと数えて行けば、延四千二百俵

数え上げたとたん、ふと初鶏の声に目が覚めた。

　

〈］夢占いに＞さて昭和三十年は未曽有の大豊作

で、大野市の農家四千二百戸の方々が、市民の殿堂

である市庁舎を我々の手で協力しようと、全農家が

一俵ずつ市に十ヵ年問貸付け、この一千六百八十万

円を一部財源として、一日も早く実現してほしいと

の赤誠の発露と占った。

あかるヽ、jヽ市民たち（8）

大
臣
表
彰
に
輝
く

子
供
郵
便
局

（
阪
谷
の
巻
）

　

経
ヶ
岳
連
峯
の
麓
、

伏
石
の
高
台
に
そ
び
え

る
学
舎
、
阪
谷
小
学
校

で
は
、
昭
和
十
五
年
、

児
童
屈
の
白
‥
主
的
な
意

見
が
父
兄
並
び
に
先
生

を
勣
か
し
、
子
供
郵
便

局
が
っ
く
ら
れ
た
。
そ

の
後
子
供
達
の
か
ま
わ
い

い
貯
蓄
意
欲
は
明
る
い

向
上
の
一
路
を
辿
り
、

今
日
の
発
展
を
み
て
い

ろ
。
昭
和
二
十
六
年
九

月
、
阪
谷
子
供
郵
便
局

規
約
が
作
ら
れ
、
こ
れ

に
も
と
ず
い
て
、
着
々
と
局
の
組
織

は
充
実
発
達
し
た
。
学
年
始
め
9
童

会
が
選
出
し
た
係
員
の
十
名
は
、
局

長
、
局
長
代
理
、
窓
口
、
現
金
、
記

帳
、
原
簿
諸
係
の
人
は
構
成
か
ら

成
り
、
一
ヵ
年
間
の
事
務
が
遂
行
さ

れ
て
い
る
。
始
業
印
の
三
十
分
、
凰

食
後
の
休
憩
時
間
、
放
課
後
な
ど
が

こ
の
事
務
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

　

預
金
現
在
高
は
三
十
六
万
二
千
八

百
余
円
で
、
必
し
も
多
・
額
と
は
云
え

な
い
が
、
預
金
者
は
各
学
級
と
も
企

員
で
、
毎
月
少
額
で
も
貯
金
夕
続
け

て
い
る
の
が
尊
い
。
年
々
貯
金
高
も

増
加
し
、
子
供
郵
便
局
の
基
礎
が
固

ま
っ
て
き
た
の
で
、
一
部
は
親
局
へ

定
期
預
金
に
し
て
い
る
。
か
く
し
て

昭
和
二
十
九
年
度
に
は
、
利
子
に
よ

る
利
益
金
で
、
児
童
図
書
三
十
二
冊

を
購
入
し
、
学
校
児
童
文
庫
へ
寄
附

令
児
童
が
楽
し
く

閲
覧
し
て
い
る
。

　

な
お
昨
年
十
一

月
の
大
臣
表
か
を

記
念
1
て
、
全
預

金
者
ヘ
ノ
ー
ト
を

一
冊
宛
配
布
1
、

自
か
ら
の
努
力
が

報
い
ら
れ
た
事
を

会
員
は
非
常
な
誇

り
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
感
心
な
歩
み
は
、
昭
和
二
十

七
年
に
は
県
知
事
、
県
貯
蓄
推
進
会

長
の
表
彰
、
昭
和
二
十
八
年
に
郵
政

省
貯
金
局
長
表
彰
、
昭
和
二
十
九
年

五
月
に
は
金
沢
郵
政
局
長
、
同
じ
く

十
二
月
に
県
知
事
、
県
貯
聊
推
進
会

長
の
表
彰
と
な
り
、
更
に
昨
年
十
一

月
に
は
大
蔵
大
臣
表
彰
の
栄
に
浴
し

た
。
全
国
の
子
供
銀
行
数
は
、
二
万

九
千
二
百
六
行
と
云
わ
れ
、
八
百
七

十
六
万
二
千
人
の
子
供
が
貯
留
1
て

い
る
が
、
こ
の
中
か
ら
成
績
を
挙
げ

た
こ
と
は
郷
土
の
誇
り
で
も
あ
る
。

　

（
写
真
は
侃
休
八
の
I
と
き
、
貯
金

事
務
に
多
忙
な
子
供
郵
便
局
の
か
わ

い
い
局
員
た
ち
）

屠蘇が追う夢

改艮普及事務所生

栗
原
や
塚
原
を

な
」
り
拓
く
o

学
校
、
工
場
。

官
公
術
等
の
大

建
染
は
こ
の
高

台
に
移
す
。

低
湿
地
は
卜
部

水
田
化
す
る
。

水
田
ぱ
客
土
床

締
ノ
附
渠
排
水

を
す
る
。

池
溜
か
店
染
し

川
水
設
備
を
と
と
の
え
る
。

耕
土
は
令
部
六
寸
程
度
、
一
日
の
減

水
深
十
五
糎
内
外
。

一
区
画
一
反
歩
、

自
に
蝸
耕
紅
則
が
自
由
に
使
え
る
よ
う

に
農
道
を
整
術
す
る
。

薬
剤
撒
布
は
路
上
か
ら
蛸
力
微
粉
㈹

で
、
裏
作
は
詞
帽
0
物
を
。

そ
し
て
酪
農
地
帯
一
で
建
設
す
る
。

家
畜
、
家
鳩
か
ら
は
栄
養
を
削
瑕
、
皿

芋
、
た
ば
こ
、
ハ
ム
、
バ
タ
ー
、
。
十

柿
な
ど
一
回
名
実
几
ハ
に
大
野
市
の
特
産

品
に
す
る
。

山
に
は
澱
粉
い
木
を
、
田
に
は
緑
扇

そ
し
て
食
司
難
を
解
決
す
る
。

非
科
学
的
な
願
い
も
あ
り
、
支
離

滅
裂
の
そ
し
り
を
ま
ぬ
が
れ
な
い

で
あ
ろ
v
r
＊
’
が
、
郷
土
を
愛
し
、
農

を
想
う
一
念
が
屠
蘇
に
酔
う
て
の

夢
で
あ
る
な
ら
ば
、
心
か
ら
新
年

を
祝
っ
て
い
た
だ
け
よ
う
。

歌
壇

　
　
　
　

河
原
貞
一

海
越
え
て
雌
木
の
み
渡
り
来
し

国
に
無
花
果
を
熟
ら
し
な
ら
し

食
は
る
る

　
　
　
　
　

御
堂
河
内
四
市

膝
蔽
ふ
伸
び
し
畔
草
刈
り
み
れ

ば
細
く
色
あ
ぜ
し
稲
の
葉
が
い

づ

新
春
に
思
う

　

新
年
お
［
出
度
う
ご
ざ
い
ま
す
。

元
八
、
此
の
日
を
以
っ
て
一
線
を
叫

1
、
沈
滞
し
た
古
い
空
気
を
一
掃
し

清
新
の
意
気
に
満
ち
て
、
人
生
の
再

出
発
の
門
出
だ
と
思
う
と
心
か
ら
お

祝
い
L
た
い
。

　

さ
て
昨
年
は
、
近
火
未
曾
有
の
豊

作
に
恵
ま
れ
た
と
は
云
ら
も
の
の
、

否
々
小
売
同
業
者
に
と
っ
て
は
、
各

界
の
諸
情
勢
を
眺
め
て
楽
観
を
許
さ

ず
、
昨
年
よ
り
は
本
年
は
更
に
多
事

多
難
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
願
わ
く

ぱ
清
新
な
意
気
を
以
つ
て
誰
し
も
が

云
う
「
づ
年
こ
そ
に
」
の
一
句
を
最

人
限
に
実
現
さ
せ
た
い
。

　
　
　
　

（
問
業
＝
下
木
ま
弥
一
）

母子家庭に光を
特典も利用しましょう

　

か
弱
い
女
の
身
で
厳

し
い
人
生
に
処
し
て
い

る
0
子
家
庭
に
は
、
常

に
般
の
暖
い
校
助
と

協
力
が
欲
し
い
も
の
で

す
。
母
子
家
庭
に
は
次

の
特
典
か
お
り
ま
す
か

ら
、
昭
々
利
川
L
で
下

さ
い
。

△
9
子
家
庭
子
女
の
就
戦
促
進

△
母
子
福
祉
資
金
の
貸
付
制
度

成
業
、
生
爪
、
支
度
、
事
業
継
続
、

修
業
、
就
柴
等
。

△
0
子
扇
祉
推
雌
見
に
よ
る
地
区
内

母
子
家
庭
の
巡
回
指
導
。



お
正
月
は

娶
し
い
ゲ
ー
ム
か
ら

　

サ
ア
／
・
火
鉢
に
あ
た
っ
て
い
る
若

い
方
も
、
＝
タ
ツ
の
中
の
オ
ト
シ
ョ

リ
屯
ミ
ン
ナ
で
ゲ
ー
ム
を
い
た
し
ま

し
よ
う
。

　

◆
ア
ダ
ム
と
イ
グ

　

一
人
が
ジ
ン
ゴ
を
も
ち
、
一
人
が

ナ
イ
フ
を
も
っ
て
向
い
あ
い
、
む
く

の
で
す
。
お
互
に
片
手
し
か
使
え
ま

せ
ん
。
皮
を
き
ら
ず
長
く
む
い
た
組

が
勝
ち
で
す
。

　

◆
ト
ラ
y
プ
投
げ

　

一
間
程
離
れ
て
お
盆
を
置
き
、
こ

ち
ら
か
ら
ト
ラ
ン
プ
を
な
げ
、
入
っ

た
札
の
数
字
を
合
計
し
ま
す
。
沢
山

入
っ
た
人
が
勝
ち
で
す
。

　

◆
関
所
や
ぶ
り

　

四
尺
程
離
れ
て
目
カ
ク
シ
を
し
た

鬼
が
坐
り
、
そ
の
前
を
通
り
ま
す
。

鬼
は
通
る
気
配
で
坐
っ
た
ま
ま
で
っ

か
ま
え
ま
す
。
十
五
秒
以
内
に
通
れ

な
い
人
や
っ
か
ま
っ
た
人
は
鬼
で
す

編｜集

㎜後｜記

″
門
松
や
か
わ
ら
ず

世
々
を
青
く
伸
び
″

新
し
い
年
は
明
け
た

わ
が
市
報
も
去
る
昭

和
二
十
八
年
七
月
発
足
以
来
第
三
年

度
、
号
を
重
ね
る
こ
と
十
有
九
。
そ

の
間
市
当
局
と
市
民
と
の
唯
一
つ
の

つ
な
が
り
と
し
て
生
長
を
つ
づ
け
て

き
た
が
、
過
般
市
報
に
対
す
る
世
論

を
ま
と
め
て
み
る
と
、
好
評
、
不
評

雑
多
で
あ
る
が
、
不
評
の
極
端
は
市

報
不
要
論
さ
え
あ
る
こ
と
は
、
必
ず

1
も
報
道
紙
無
用
と
い
う
よ
う
な
、

時
代
と
文
化
に
逆
行
す
る
妄
論
で
は

な
く
て
、
現
在
の
市
報
の
あ
り
方
に

よ
り
よ
き
生
長
を
希
望
す
る
た
め
の

こ
わ
意
見
と
拝
聴
す
る
。
愛
読
さ
れ

て
い
る
好
評
部
面
の
意
見
で
は
、
も

つ
と
紙
㈲
を
拡
張
し
て
政
治
、
経
済

文
化
、
趣
味
、
商
工
、
農
事
、
家
庭

青
壮
年
、
婦
人
層
の
育
成
等
々
に
ま

で
、
深
く
広
く
お
も
し
ろ
く
読
ま
せ

る
よ
う
に
と
、
各
人
各
様
の
積
極
的

な
べ
ん
た
つ
が
あ
り
、
大
い
に
考
え

さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
市
報
本

来
の
使
命
が
、
新
聞
に
非
ず
、
雑
誌

で
も
な
く
、
し
か
も
新
聞
日
川
紙
の

も
ち
味
の
長
出
を
生
か
し
た
上
に
、

更
に
市
民
の
実
生
J
に
に
利
便
と
向
上

を
寄
与
す
る
正
確
に
し
て
、
親
切
な

生
活
手
帖
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
所

に
む
っ
か
し
さ
が
あ
り
、
経
済
的
裏

忖
の
面
に
も
悩
み
な
し
と
せ
ず
、
要

は
市
民
各
位
の
正
し
い
理
解
と
、
市

当
局
の
信
念
熱
意
と
が
よ
く
マ
ッ
チ

し
「
待
た
れ
る
市
報
」
「
愛
さ
れ
る

市
報
」
と
し
て
育
て
る
こ
と
に
尽
き

る
と
思
り
。
す
ぎ
去
っ
た
1
ヵ
年
を

回
顧
す
る
と
、
も
や
も
や
と
霧
の
立

ち
・
こ
め
た
重
苦
し
い
日
本
の
空
模
様

で
あ
っ
た
。
国
連
加
盟
、
李
ラ
イ
ン

賠
償
、
オ
ネ
ス
ト
ー
ジ
ョ
ン
、
原
子

炉
、
基
地
拡
張
…
ど
れ
ひ
と
っ
と
し

て
ら
ち
の
あ
か
ぬ
う
ち
に
暮
れ
て
し

ま
っ
た
。
針
一
木
お
と
し
て
も
西
欧

ア
メ
リ
カ
の
果
て
ま
で
も
響
く
ほ
ど

世
界
は
短
縮
さ
れ
た
今
日
、
大
野
の

一
角
、
市
民
の
一
人
々
々
の
動
き
が

世
界
の
動
静
と
相
呼
応
す
る
時
代
に

俳
ざ
る
私
共
は
、
暗
い
日
本
を
明
る

く
、
住
み
よ
く
す
る
た
め
の
責
任
と

力
量
と
を
自
覚
し
て
新
し
い
年
の
へ

き
頭
新
ら
L
い
決
意
の
下
、
古
い
型

か
ら
脱
却
し
て
、
市
長
は
じ
め
係
員

一
同
勉
強
こ
れ
っ
と
め
、
田
園
都
市

大
野
誕
生
の
由
来
を
忘
れ
ず
、
堅
実

勇
敢
に
、
市
民
一
同
と
手
に
手
を
と

っ
て
「
日
本
に
大
野
市
あ
り
」
と
呼

号
で
き
る
、
平
和
と
幸
福
の
理
想
都

市
建
設
を
念
願
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
わ
さ
り
な
が
ら
、
功
を
急
ぐ
は
却

っ
て
逆
行
の
基
、
1
が
ず
、
あ
せ
ら

ず
、
一
歩
々
々
、
1
1
み
と
笑
い
を

お
り
ま
ぜ
て
、
あ
し
た
に
大
空
を
仰

ぎ
、
夕
べ
に
大
地
を
ふ
み
し
め
て
、

来
る
べ
き
三
百
六
十
六
日
を
有
意
義

に
消
し
去
る
こ
と
を
、
年
の
門
出
に

1
う
も
の
で
あ
る
。

門
に
立
ち
誓
う
は
い
っ
も
同
じ
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
空
々
生
）

〔郷土vヽろはかるた〕

い
と
よ
の
す
む

　
　

本
願
清
水

　

い
と
よ
は
、
大
野
で

は
「
は
り
と
と
」
と
貳

い
い
、
体
長
六
糎
の
小

魚
で
、
背
と
腹
に
と
げ

の
よ
う
な
ひ
れ
が
あ
り

ま
す
。
元
来
海
に
住
む

魚
で
、
卵
を
う
む
時
ゼ

け
川
を
上
っ
て
来
る
の

で
す
。
草
木
の
茎
や
、
水
草
の
根
な
ど
で
鳥
の
巣
の
よ
う
な
も
の
を
作
つ

て
、
め
す
が
そ
の
中
で
産

卵
し
ま
す
。
大
野
の
本
願

清
水
に
す
む
い
と
よ
は
。

一
生
の
間
清
水
に
い
て
一

度
も
海
へ
下
ら
ず
、
し
か

も
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
住

ん
で
い
る
所
は
珍
し
い
の

で
、
昭
和
九
年
五
月
、
天

然
記
念
物
と
し
て
文
部
省

か
ら
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

申
年
と
大
野
の
歴
史

ず
い
ぶ
ん
輝
か
し
い
業
蹟

　

新
年
お
め
で
と
う
。
幸
福
が
沢
山

に
ご
ざ
る
（
五
申
）
よ
う
お
祈
り
す
ろ

申
年
に
は
凶
作
が
多
い
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
は

信
じ
ら
れ
な
い
。

大
野
の
申
年
は
、

ず
い
ぶ
ん
積
極
的

な
こ
と
が
ら
を
残

し
て
い
る
。
新
春

に
際
し
、
大
野
地

方
の
申
年
の
歴
史

を
調
べ
て
み
ょ
う

　

（
カ
ッ
ユ
内
の
数

字
は
西
暦
紀
元
）

養
老
四
年
（
七
二

　

〇
）
泰
澄
大
師

　

白
山
に
一
一
十
一

　

社
を
建
て
る
。

仁
平
二
年
（
一
一
五
二
）
牛
ヶ
原
序

　

皇
居
内
裏
の
用
材
を
さ
さ
げ
る
。

長
寛
二
年
（
一
二
〈
四
）
牛
ヶ
原
庄

　

平
泉
寺
を
攻
め
た
、

平
治
二
年
（
一
一
七
六
）
平
重
盛
、

　

仏
像
を
白
山
に
安
置
し
た
。

安
元
二
年
（
一
二
〇
〇
）
白
山
雷
鳥

　

に
っ
き
後
鳥
羽
天
皇
の
御
製
あ
り

　

白
山
の
松
の
木
影
に
か
く
ろ
0
て

　
　

や
す
ら
に
住
め
る
雷
の
鳥
か

　
　

な

仁
元
元
年
（
一
二
二
四
）
僧
道
元
宋

　

の
天
童
山
に
て
寂
円
（
宝
慶
寺
開

　

山
）
と
見
え
、
師
弟
の
契
を
結
ん
だ

大
永
四
年
（
一
五
三
六
）
瑞
祥
寺
開

　

山
、
雷
沢
大
和
湖
没
す
。
小
山
城
斯

　

波
義
槌
、
深
井
鉱
泉
言

永
喊
三
年
二
五
六
〇
）
大
野
樫
念

　

寺
創
建
、

慶
長
十
三
年
（
一
八
〇
八
）
大
野
法

　

蓮
寺
、
鹿
谷
よ
り
東
一
1
に
移
つ

　

た

宣
永
九
年
（
一
六
三
二
）
大
野
領
主

　

松
平
直
政
、
茜
川
、
0
づ
め
川
流

　

域
を
禁
猟
区
と
し
た
。
叉
領
内
一

　

股
に
さ
じ
、
あ
お
さ
ぎ
、
う
、
ひ

　

ば
り
の
捕
獲
を
禁
じ
た
。

寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）
松
平

但
馬
守
直
良
、
大
野
城
主
と
な
り
善

政
を
し
く
。

寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
加
越
国
境

　

の
人
民
白
山
の
所
属
を
争
い
幕

　

府
に
訴
え
た
と
こ
ろ
、
幕
府
こ
れ

　

を
裁
断
し
、
白
山
下
十
六
力
村
を

　

幕
領
に
引
上
げ
ら
れ
た
。

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
木
本
地
頭

　

外
十
一
力
村
、
小
論
に
つ
き
幕
府

　

の
裁
決
を
ら
か
が
う
。

明
和
元
年
（
一
七
六
六
）
松
村
九
山

　

（
医
師
で
詩
人
）
勝
山
藩
を
し
り

　

ぞ
け
ら
れ
大
野
藩
に
し
た
が
う
。

文
化
九
年
（
一
八
こ
I
）
大
野
の
和

　

学
者
岡
田
輔
一
杵
、
深
山
木
を
著
す

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
六
月
荒
島

　

岳
等
に
雪
降
り
冷
気
つ
づ
き
大
凶

　

作
と
な
る
。

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
大
野
藩
内

　

山
1
佐
、
小
形
元
助
等
高
島
流
砲

　

術
を
演
習
。

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
樺
太
酉
海

　

岸
、
大
野
藩
準
領
と
な
り
、
藩
主

　

利
忠
領
民
に
酒
饌
を
わ
か
ち
こ
れ

　

を
祝
す
、
領
民
進
ん
で
献
金
を
な

　

す
。

明
右
五
年
（
一
八
七
二
）
牛
首
村
十

　

八
力
村
、
石
川
県
能
美
郡
に
編
入

　

初
め
て
大
野
に
郵
便
取
扱
所
を
設

　

置
。

　

大
野
士
族
四
四
一
戸
に
公
偵
十
一

　

万
七
千
余
円
を
与
え
た
。

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
旧
大
野

　

藩
主
土
井
利
剛
に
子
爵
乞
与
え
た

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
下
穴

　

馬
村
を
割
り
石
徹
白
村
を
分
設
す

　

る
。

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
大
野

　

町
に
初
め
て
電
燈
が
っ
く
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